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［目的］閉経後女性の骨代謝マ
ーカー測定の 臨床

的意義を明 らか に する こ とを目的と し、 L2 −4 の

骨密度並びに各骨代謝マ
ーカーを測定した 。

［方法］対象は未閉経例 205例 （平均年齢44．7±

0．4， mean ± SE）、 閉経直後例 151例 （閉経後 5年
以 内、 平均年St46．　9±0．4）、 及 び閉経例 159例

（閉経後 5年以上 、 平均年齢61．9±0．8）であ る 。

骨形成の 指標と考え られて い る マ
ー

カ
ーとして 、

AI−P（KAU），Osteocalcin（Cis；OC），　Osteocalcin

（IRIUL；IR−OC），　intact　Osteocalcin（ELISA；1  ）

を測定 した 。 骨吸収の 指標 と考え られて い る マ ー

カ
ー

と して 、 N−fragment　Osteocalcin（ELISA；N 

）． 尿中ハ イ ドロ プ ロ キ シ リン／Cr比 （OH−Pro／Cr）

尿中ピ リジノ リン／Cr比 （Py／Cr）、 尿中d一ピ リジ

ノ リン／Cr比 （d−Py／Cr）を測定 した 。 これ らの 測

定値を 3群間で比較し、 か っ 未閉経例の それ らの

平均、 SD値よ り閉経後 2群のZ−score を算出 し、

これらマ
ーカーの 変動の 大 きさを比較検討した 。

［成績］ L2 −4 の 骨密度は閉経後 5年で Z−score

が一 1 に低下 し、 その 後 20年間で
一2 に低下 した。

各骨代謝マ
ーカーは閉経直後期に全て 有意に高値

を示 した。 閉経群で はこれ ら骨代謝 マ
ーカーは 

を除いて 閉経直後期に比 し低下 し、 Al−P，　Py／Cr，

d−Py／Cr は有意に 減少 した 。 閉経直後期、 閉経期

に おける各骨代謝 マ
ーカーの Z−score は各々 、

　 Al
−P（1．18，0．62），OC（1．19，1．47）．　IR−｛〕C（0．90，0．56）
1  （1．00，0．71），NeC（O．98，0．64），OH−Pro／Cr（1．21

， 1．02）， Py／Cr（L　13． 0．50）， d−Py／Cr（L　44，
　O．　89）で

あ っ た 。　 ［結論］閉経直後は骨代謝マ
ーカーは急

速に 増加 し、 high　tumover を良 く反映 した。

一

方 、 閉経 5年以降の 加令によ る骨量の 緩徐な減少

と平行するマ
ーカ ーはな か っ た n

【目的 】 日 本 人 女性 の 加 令に 伴 う骨塩量（BMD ）の

変化 を踵骨 と腰椎 で 求め そ れ ぞ れ の 標 準 曲線 を作

成 し ， 骨 粗鬆症患 者 の BMD と 比 較 し た 。 ま た 骨 粗

鬆症 に対す る活性型 Vi　t．　D3 ＋ 乳酸 Ca の 有用 性 に っ

い て 検討 した。 【方法 】踵骨 の 骨 塩 量 （OsBMD ）は

Single　Energy 　X −
ray 　Absorptiometory 法（SXA ）

で ，腰椎の 骨塩量 （L2 −4B 　MD ）は Dua1　Energy 　X −
ray

Absorptiometory 法 （DXA ）で 測定 した。骨 粗 鬆 症 の

診断基 準 は 腰 痛を有 し腰椎 単純 X 線像 に よ る 骨 萎

縮度 分類が H 度以 上 を示す も の と した 。 標 準 曲 線

作 成 の 対 象は 骨 粗鬆症 の な い 20 − 75歳の 女 性 で 、

SXA を 440 入 に 、　DXA を 233人 に 施行 し1：．r。 骨粗鬆症

患者 に は SXA を 55 人 に ， DXA を 39 人 に 行 な つ た 。

活性 型 Vit ．　D3 十 乳酸 Ca で 加 療 した 19例 （加 療 群 ）

に っ い て は 2年以 上追 跡 して BMD の 推移を調 べ た。

【成 績 】骨 粗 鬆症 の OsBMD ，L2−4BMD は いずれ も正

常群 の Peak　Bone　Mass の mean −2SD 以下で あ つ た。

骨 萎縮 度 と BMD の 相 関 を み る と ， 骨萎縮度初期 の

場 合 正常者 に 比べ OsBMD が 18 ％tW・ L2．4BMD は 20％

減 を 示 し ， 1度 は そ れぞれ 26 ％ ， 27 ％ ， 皿 度 は 33

％ ， 32 ％，皿 度は 45％ ， 41 ％ で あ つ た 。 加 療 群 は

1年 後 に OsBMD で 3．2％，L2−4BMD で 1．1％，2年 後には

4，4 ％，2，5 ％の 増加 を認め ， Control に 比 べ 有意 に 増

加 して い た 。 【結 論 】X 線 の 骨 萎縮度 分 類 で 初期

と判 定さ れ た 時 点で BMD が す で に 20％も減 少 して

い る こ とが 明 らか に され た 。 踵骨 の BMD は 腰椎 の

BMD を充分 に 反映 して お り ， 骨粗 鬆症 の ス ク リー

＝ ン グ 及 び 治療効 果 判定 に 対 して ，SXA の 有用性

が 示 され た Q また活性 型 Vit ．　D3 十 乳酸 Ca は骨粗鬆

症治 療 に 有 効 で あ つ た 。
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